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総
合
計
画
は
、
矢
祭
町
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
最
上
位
の
行
政
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

社
会
が
進
む
中
、
身
体
面
の
健
康
だ
け

で
は
な
く
、人
々
が
生
き
が
い
を
感
じ
、

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

夢
を
も
っ
て
・
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
４
次
矢
祭
町

総
合
計
画
」
は
「
住
ん
で
み
た
い　

住

み
続
け
た
い　

や
ま
つ
り
町
」
を
政
策

の
中
心
に
置
き
、
積
極
的
に
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の「
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
」

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
５
ヵ
年
を
計
画
期
間
と
し
、「
人

が
輝
き　

ま
ち
が
輝
き　

明
日
に
輝
く

　

や
ま
つ
り
町
」
を
政
策
の
中
心
と
し

て
着
実
な
再
生
・
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

を
目
指
す
と
と
も
に
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

き
て
い
け
る
ま
ち
の
創
造
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
矢
祭
町
の
将
来
像
」
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
大
切
に
す
る
福
祉
の
ま
ち
」
が

40
・
４
％
（
３
４
０
人
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
み
ん
な
が
健
康
で
、
元
気
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
が
37
・
３
％
（
３
１
４

人
）、「
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
美
し

い
景
観
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
が
34
・

８
％
（
２
９
３
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
な
が
ら
、
交
通

利
便
性
の
向
上
や
商
店
街
の
活
性
化
等

地
域
の
商
店
の
維
持
・
増
加
や
医
療
・

福
祉
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

点
が
、
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
策
定

に
お
け
る
町
全
体
と
し
て
目
指
す
べ
き

目
標
と
な
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
を
描

く
に
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
」
及
び
「
矢

祭
町
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
当
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

表１　中学生アンケート調査
項 　 目 内　　容

配 布 対 象 者 矢祭中学校２・３年生

実 施 時 期 平成２７年６月

配布・回収状況

配布数 ９６票

総回収数 ９５票

回収率 ９８．９５％

内、有効票 ９５票

表２　町民アンケート調査
項 　 目 内　　容

配 布 対 象 者 町内在住の１６歳以上
７５歳未満の方

実 施 時 期 平成２７年８月

配布・回収状況

配布数 １，７８１票

総回収数 ８４１票

回収率 ４７．２％

内、有効票 ８４１票

豊かな自然と共生し、
美しい景観を大切にするまち

どのようなまちになることを期待しますか

参考：町民アンケート調査結果より

高齢者や障がい者を大切にするまち

住民同士がふれあい、地域の
助け合いや社会活動が盛んなまち

事故や犯罪のない安心して
暮らせるまち

道路や水道等生活環境基盤
が整備されたまち

みんなが健康で、元
気に暮らせるまち

町外から多くの人が訪れる
観光交流のまち

農林業や商工業等の地場産
業の振興に取り組むまち

歴史を大切にし、文化・
スポーツ活動が楽しめるまち

子どもを産み育てやすいまち

無回答

その他

住民と行政が連携して
まちづくりを行う協働のまち
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■第5次矢祭町総合計画で挙げられた主な新規事業 ■町民アンケートを基に決まった基本構想

■今後のまちづくりに向けた重点目標

　

矢
祭
町
の
郷
土
づ
く
り
の
基
本
方
向
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、
夢
を
も
っ
て

子
育
て
・
子
育
ち
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で

あ
り
、
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
お
年

寄
り
が
尊
敬
さ
れ
、
大
事
に
さ
れ
、
安
心
し

て
生
き
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
す
べ
て

の
分
野
に
共
通
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」

と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

基
本
理
念
１

　

地
域
全
体
に
守
ら
れ
て
元
気
に
育

　

ち
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
理
念
２

　

町
民
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら

　

し
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
理
念
３

　

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
こ
れ
か

　

ら
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

　

を
目
指
し
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
目
標

　

ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
動
向
の

変
化
や
、
矢
祭
町
の
強
み
・
弱
み
の
特
徴
を
十

分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
多
く
の
人
々
が
「
人
が
輝

き　

ま
ち
が
輝
き　

明
日
に
輝
く　

や
ま
つ
り

町
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
矢

祭
町
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
次
世

代
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
継
承
す
る
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
目
標
を
定
め
、
そ
れ

を
中
心
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

重
点
目
標
１

　

協
働
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
の
推
進
▼
多
様
化
す

る
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

町
民
や
自
治
組
織
等
が
積
極
的
に
主
体
と
な
り
、
身
近
な

分
野
か
ら
自
助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
で
、
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
既
存
の
仕
組
み
の
見
直
し
や
効
率
的
で

持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

重
点
目
標
２

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
の
実
現
▼
多
く
の

人
々
が
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
出
産
、
子
育
て
を
あ
た

た
か
く
見
守
り
・
支
え
る
環
境
の
充
実
が
必
要
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
自
然
や
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に
よ
り
、
心

豊
か
な
人
間
性
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、
教
育
の
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

事　業　名 内　容 事　業　名 内　容

矢祭町立社会人大学（仮称）
の設立

１年間の分野別の専門研修の受
講することや起業したい人への
起業支援を行う

任意予防接種（インフルエン
ザ・おたふくかぜ）費用助成

インフルエンザは、一人１回 2
千円、おたふくかぜは、一人 1
回 3千円を上限に助成する

やまつりこども園幼児体育
指導の充実

幼児の発達段階に応じた運動欲
求を満たす教育、体育指導を専門
指導員へ依頼する

特定不妊治療費助成事業
治療内容に合わせて、県の助成
金額と同額の上限額（7万 5千円
～ 15 万円）を設定し助成する

大学入学一時金貸付及び特別
減免事業

大学入学一時金として 50 万円を
貸付けるとともに、大学卒業後町
内に居住することを条件に貸付
金の償還を免除する

子育て世帯住宅取得に伴う
固定資産税軽減事業

住宅取得後 3年又は 5年、2分の
1の固定資産税の減額措置に該当
する場合に、町が課税する残り 2
分の 1の固定資産税を減免する

小・中学校入学支援運動着等
支給事業

小・中学校入学時において、それ
ぞれに運動着等を支給する

防犯灯 LED化推進事業 町内の防犯灯の状況を調査・把
握し、蛍光灯を LED灯へ更新

軽費老人ホーム建設 要介護 2以下でも入所できる軽
費老人ホームの建設

子育て世代定住支援事業 子育て世帯の住宅取得に補助を
行う

保健福祉センターの建設
相談や申請などの窓口を一本化
し、住民の保健福祉向上を図るた
め保健福祉センターを建設する

空き家バンクシステム構築
事業

平成 28年度に空き家調査及び
データベースの整備を行い、そ
れを基に、空き家の再利用や希
望者へのマッチング等を行う

買い物支援対策事業
いつまでも愛着のある地域で生
活できるよう、自宅にいながら買
い物ができるシステムを構築

こんにゃく栽培普及事業
（一畝一大プロジェクト）

こんにゃく栽培農家に「在来種」
の「種イモ」を配布し、栽培、
普及活動を助成する

商店版改良支援事業 町内業者に発注された改良工事
に対する補助金交付

矢祭町農業担い手経営発展
助成事業

施設整備に関する県単補助事業
に、2割の上乗せを行う

　

Ｉ
Ｔ
や
農
業
を
指
導
す
る
社
会
人
大
学

（
仮
称
）
を
設
立
し
、
町
内
で
起
業
を
志

す
人
材
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

公
的
な
機
関
で
は
な
く
、
講
師
を
招
い

て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
公

社
等
を
設
け
て
運
営
し
て
い
く
予
定
で
、

今
年
の
秋
ご
ろ
に
学
生
の
募
集
を
始
め
、

来
年
春
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

入
学
す
る
に
は
、
町
内
で
起
業
を
目
指

す
こ
と
が
条
件
と
な
り
、
学
習
期
間
は
１

年
間
。
授
業
料
を
原
則
、
無
償
と
す
る
方

針
で
、
年
間
20
人
程
度
を
受
け
入
れ
ま

す
。
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
、
地

方
で
も
比
較
的
開
業
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
専
門
家
を
招
き
、
週

２
回
か
ら
３
回
程
度
、
夜
間
に
個
別
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
人
大
学
で
学
ぶ
間
の
勤
め

先
の
あ
っ
せ
ん
や
創
業
に
向
け
て
町
内
の

空
き
事
務
所
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を

し
、
若
者
の
定
住
促
進
と
町
民
の
雇
用
の

場
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

矢
祭
町
立
社
会
人

大
学
（
仮
称
）
の
設
立

pickup

重
点
目
標
３

　

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
▼
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
性
別
や
障

が
い
の
有
無
等
に
関
わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
心
身
と
も
に
健
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

重
点
目
標
４

　

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
推
進
▼
町
民
一

人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
日
々

の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
道
路

橋
梁
等
の
長
寿
命
化
等
の
効
率
的
な
取
り
組
み
と
、
良
好
な
居

住
環
境
の
形
成
や
安
定
し
た
水
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

重
点
目
標
５

　

地
域
の
活
力
を
推
進
す
る
産
業
の
創
出
▼
産
業
構
造
の

変
化
や
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
既
存
の
産

業
や
情
報
発
信
を
推
進
し
、
地
域
間
競
争
に
対
応
で
き
る
新

し
い
産
業
の
創
出
が
必
要
で
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
多
彩
な
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
魅
力
を
広
く
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、
町
外
か
ら
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
ま
す
。

重
点
目
標
６

　

郷
土
愛
に
富
ん
だ
地
域
の
人
材
育
成
▼
地
域
活
性
化
の

た
め
に
、
郷
土
愛
に
富
ん
だ
起
業
家
精
神
の
あ
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
起
業
を
す
る
リ
ー
ダ
ー
的

な
人
材
を
育
て
、
地
域
再
生
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

＊上記の新規事業は平成 28 年度から平成 32 年度までの５ヵ年での計画です。事業によっては、計画段階の事業もありますのでご注意下さい。
＊上記で紹介した事業は、計画全体の一部となります。
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みなさんの輝きが
　　　　　　矢祭町を輝かせます



　

一
般
会
計
予
算
は
対
前
年

比
６
，
７
０
０
万
円
、
伸
び

率
で
１
・
３
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
入
に
お
い
て

は
、
法
人
町
民
税
が
対
前
年
比

１
億
１
，
５
７
６
万
１
千
円
増
の

３
億
４
３
７
万
１
千
円
の
税
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町

の
法
人
税
収
入
の
90
％
以
上
を

占
め
る
町
誘
致
企
業
の
安
定
し

た
成
長
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で

す
。
町
債
は
対
前
年
比
２
億
１
，

３
４
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
統
合
小
学
校
建
設
事
業
等
の

教
育
債
に
９
億
３
、４
６
０
万
円
、

消
防
屯
所
整
備
事
業
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
整
備
事
業
等
の
消
防
債
に

１
億
１
，２
３
０
万
円
を
計
上
し
、

総
額
で
15
億
２
９
０
万
円
発
行
す

る
予
定
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
事

業
と
し
て
、
統
合
小
学
校
建
設
事

業
が
約
15
億
円
、
福
祉
施
設
整
備

事
業
が
約
２
億
円
、
黒
助
橋
補
修

工
事
等
が
約
１
億
７
，
０
０
０
万

円
、
消
防
関
係
事
業
が
約
２
億
円

な
ど
が
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
事
業
、
結
婚
祝

い
金
支
給
事
業
な
ど
の
結
婚
支

援
事
業
に
約
１
，
０
０
０
万
円
、

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
・

健
全
育
成
奨
励
金
と
し
て
約
２
，

０
０
０
万
円
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
に
約
１
，
８
０
０
万
円
な

ど
、
引
き
続
き
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

日
本
一
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

特
別
会
計
予
算
は
対
前
年
比
約

６
，
９
０
０
万
円
、
伸
び
率
で
３
・

８
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
要
因
と
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
関
係
費
用
の
増
加
や
、
後
期
高

齢
者
医
療
に
係
る
負
担
金
等
の
増

加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
水

道
事
業
特
別
会
計
は
、
今
年
度
よ

り
公
営
企
業
会
計
方
式
を
導
入
し

「
矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
」
に
名

称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

平成 28 年度の当初予算が 3月定例議会で議決されました。今
年度は、一般会計 52 億 3 千 7 百万円、特別会計 18 億 4,678
万 4千円となっています。総額で 70億 8,378 万 4千円となり、
前年度と比較すると 1億 3,617 万 6 千円の増、伸び率では約
1.96％の増となりました。「人が輝き　まちが輝き　明日に輝
く　やまつり町」を目指し、各種施策を選別し編成しました。

平
成
28
年
度
当
初
予
算

すこやか赤ちゃん誕生祝金・健全育成奨励金
▶第 1・2子…10 万円、第 3子…100 万円、第 4
子…150 万円、第 5子以上 200 万円支給します。
／予算額…20,750 千円

結婚祝い金
▶結婚祝い金として 1組 20 万円を支給いたしま
す。（一定要件があります）／予算額…4,200 千
円

矢祭小学校校舎・体育館プール等建設事業
▶平成 28 年 4月に開校する矢祭小学校の校舎完
成を急ぎます。／予算額…1,457,521 千円

給食センター運営費（小中学校給食費軽減）
▶小中学校の給食費を軽減します。／予算額…
55,909 千円

ふくしま森林再生事業
▶森林の間伐、路網整備を行い、森林の再生を
図ります。／予算額…47,750 千円

髙田基金による教育支援事業
▶教育支援員の配置、各学校への学校支援金、児
童・生徒表彰制度等行います。予算額…10,377
千円

県産農林水産物 PR事業
▶県外において矢祭産農産物等の PR活動を行い
原発事故による風評被害の払拭を図ります。／
予算額…3,027 千円

住宅用太陽光発電システム設置費補助金
▶個人住宅の太陽光発電パネルの設置費用を助
成します（上限 160 千円）。／予算額…3,200 千
円

遠距離児童・生徒通学費補助金
▶遠距離をバスや自家用車で通学している児童・
生徒に補助金を支給します。／予算額…9,503 千
円

結婚支援事業（プロジェクトＹ事業）
▶予算額…6,841 千円 

高校生奨学助成金事業

▶予算額…3,260 千円 

子ども医療費助成事業

▶予算額…17,960 千円 

妊産婦健診費助成及び乳幼児健診費助成 

▶予算額…9,214 千円 

こども園保育部運営費（保育料免除）

▶予算額…29,710 千円

こども園幼児教育部（授業料・給食費軽減）

▶予算額…24,738 千円 

福祉施設整備事業

▶予算額…200,353 千円 

中山間地域等直接支払事業

▶予算額…11,528 千円 

多面的機能直接支払事業

▶予算額…10,191 千円 

地域おこし協力隊事業 

▶予算額…7,975 千円 

空き家対策事業

▶予算額…10,081 千円 

消防屯所整備事業（宝坂・高野谷地）

▶予算額…46,040 千円 

LED 防犯灯整備事業

▶予算額…44,870 千円 

林道維持補修事業（林道大沢線他） 

▶予算額…22,019 千円 

町道改良事業（町道道坂線他）

▶予算額…22,300 千円   

よりよい町づくりを目指して

伸び率では約 18.83％の増

その他の主な事業

■一般会計歳入予算構成比率表　 　　      単位▶千円　　       ■一般会計歳出予算構成比率表             単位▶千円

■一般会計の主な事業

■予算の概要　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     単位▶千円

会計項目
平成 28 年度
当初予算額
①

平成 27 年度
当初予算額
②

当初予算額
比較

（①－②）
③

伸び率（③ /②）

一般会計 5,237,000 5,170,000 67,000 1.30％
小計 5,237,000 5,170,000 67,000 1.30％
国民健康保険特別会計 813,754 848,757 ▲ 35,003 ▲ 4.12％
工場団地造成事業特別会計 3,299 4,810 ▲ 1,511 ▲ 31.41％
宅地造成事業特別会計 7,001 6,502 499 7.67％
農業集落排水処理事業特別会計 31,000 29,000 2,000 6.90％
介護保険特別会計 520,715 516,550 4,165 0.81％
後期高齢者医療保険特別会計 134,911 127,713 7,198 5.64％
霊園事業特別会計 700 750 ▲ 50 ▲ 6.67％
水道事業会計 335,404 243,526 91,878 37.73％
収益的収入 154,906 ー ー ー
資本的支出 180,498 ー ー ー
小計 1,846,784 1,777,608 69,176 3.89％
合計 7,083,784 6,947,608 136,176 1.96％

歳入

区分 予算額 構成比率
町税 887,102 16.9％
各種交付金 121,867 2.3％
地方交付税 1,443,524 27.6％
分担金及び負担金 14,773 0.3％
使用料及び手数料 40,652 0.8％
国庫支出金 774,837 14.8％
県支出金 294,939 5.6％
繰入金 47,858 0.9％
繰越金 55,000 1.1％
諸収入 45,679 0.9％
町債 1,502,900 28.7％
その他 7,869 0.2％

計 5,237,000 100.0％

歳出

区分 予算額 構成比率
人件費 541,628 10.3％

物件費 900,760 17.2％

維持補修費 46,309 0.9％

扶助費 300,903 5.7％

補助費等 683,453 13.1％

投資的経費 1,999,347 38.2％

公債費 368,465 7.0％

貸付金 11,000 0.2％

繰出金 300,626 5.7％

予備費 84,301 1.6％

その他 208 0.0％

計 5,237,000 100％

一
般
会
計

特
別
会
計

総
額
前
年
比
約
１
・
96
％
の
増

70
億
８
４
０
０
万
円

＊水道事業会計は前年度の水道事業特別会計との比較

67



３
／
26　

町
内
小
学
校
閉
校
式
挙
行

　

３
月
26
日
（
土
）、
今
年
度

を
も
っ
て
閉
校
を
迎
え
る
町
内

５
つ
の
小
学
校
の
閉
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
矢
祭

町
教
育
委
員
会
告
辞
、
校
長
式

辞
、
町
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、

校
旗
返
納
、
児
童
代
表
に
よ
る

お
礼
の
こ
と
ば
、
そ
し
て
最
後

の
校
歌
斉
唱
が
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
は
各
小
学
校
の

体
育
館
で
行
わ
れ
、
在
校
児
童

や
教
職
員
、
保
護
者
の
方
、
地

域
の
方
が
参
列
し
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
１
４
０
年
以
上

の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
た
各

小
学
校
の
最
後
を
見
届
け
ま
し

た
。

１．式に参列した東舘小学校の児

童と地域の方々　２．式辞を述べ

る矢吹校長　３．矢吹校長から町

長へ校旗の返還　４．児童代表の

圷さんによるお礼のことば

1

２

４３

下
関
河
内
小
学
校

１．児童代表の本田くんによるお

礼のことば　２．式に参列した下

関河内小学校の児童と地域の方々

３．安田校長から町長へ校旗の返

還　４．式辞を述べる安田校長

２

３

１

４

内
川
小
学
校

１．式に参列した関岡小学校の児童

と地域の方々　２．菅野校長から町

長へ校旗の返還　３．式辞を述べる

菅野校長　４．児童代表の本多さん

と𠮷澤くんによるお礼のことば

1

２

４３

関
岡
小
学
校

石
井
小
学
校１．校歌を歌う石井小学校の児童

と地域の方々　２．児童代表の青

砥さんによるお礼のことば　３．

式辞を述べる佐野校長　４．佐野

校長から町長へ校旗の返還

1

２

４３

１．式辞を述べる小川校長２．国

歌斉唱する内川小学校の児童と地

域の方々　３．児童代表の菊池く

んによるお礼のことば　４．小川

校長から町長へ校旗の返還

２

１

３ ４

東
舘
小
学
校

8
９



平
成
28
年
度
か
ら
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
・

小
児
等
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す

表１
　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、
高

額
の
治
療
費
が
か
か
る
夫
婦
間
の

特
定
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

左
記
表
１
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
で
す
。　
　

＊
特
定
不
妊
治
療
に
対
し
て
は
、

１
回
の
治
療
内
容
に
よ
り
15
万
円

又
は
、
７
万
５
千
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。（
妻
の
年
齢
が
39
歳

ま
で
は
通
算
６
回
、
40
歳
か
ら
43

歳
未
満
ま
で
は
通
算
３
回
ま
で
と

す
る
。）ま
た
、男
性
に
つ
い
て
は
、

１
回
の
治
療
に
つ
き
、
15
万
円
を

上
限
に
助
成
し
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る
人
を
減
ら

し
、
医
療
費
の
削
減
を
図
る
た

め
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
下
記
表
２
を
ご

覧
下
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

助
成
の
方
法　

償
還
払
い
で
実

　

施
し
ま
す
。（
医
療
機
関
に

　

予
防
接
種
の
費
用
を
支
払
い

　

そ
の
後
、
助
成
額
を
申
請
す

　

る
方
法
）

必
要
書
類　

予
防
接
種
を
受
け

　

た
と
き
の
領
収
書
の
写
し
、

　

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種

　

欄
の
写
し
、
小
児
等
の
任
意

　

予
防
接
種
費
用
助
成
申
請
書

　
（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
お

　

渡
し
し
ま
す
）

●
小
児
等
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

助成を受けることができる要件

１、特定不妊治療以外の治療法によって
　　は妊娠の見込みがないか又は極めて
　　少ないと医師に診断された者
２、治療日及び申請日において夫婦とも
　　に又は夫婦のいずれか一方が矢祭町
　　に住所を有する者
３、夫及び妻の年間所得の合計額が 730
　　万円未満であること
４、夫婦及び夫婦の属する世帯全員に町
　　税等の滞納がないこと
５、福島県特定不妊治療費助成事業の決
　　定を受けた者

狂
犬
病
集
団
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

全
て
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防
法

で
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。登
録
は
１
度
で
す
が
、

予
防
接
種
は
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

日
程　

４
月
26
日
（
火
）
〜
28
日
（
木
）

料
金　

▼
畜
犬
登
録
済
み
の
方
（
注
射

　

料
及
び
注
射
済
票
交
付
手
数
料
）
…

　

３
，
２
０
０
円
▼
新
し
く
犬
を
飼
っ

　

た
方
（
登
録
手
数
料
、
注
射
料
及
び

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
…
６
，
２
０

　

０
円
）　

お
釣
り
の
な
い
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

そ
の
他　

今
年
も
問
診
を
行
い
ま
す

　

の
で
、　

同
封
の
問
診
票
に
記
入
し
、

　

注
射
前
の
受
付
時
に
必
ず
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
気
や
妊
娠
を

　

し
て
い
る
犬
及
び
生
後
90
日
以
内
の

　

犬
は
、
注
射
を
受
け
る
前
に
獣
医
師

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
実
施
予
定

　

場
所
以
外
で
の
注
射
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

必
ず
犬
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
方

　

が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
多
少
の

　

時
間
の
ず
れ
は
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福
祉
課
健

　

康
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
３

▶４月２７日（水）
場所 時間

久保橋前 9時 00 分～ 9時 05 分
谷地下バス停前（谷地下） 9時 06 分～ 9時 10 分
宇津久橋前 9時 11 分～ 9時 15 分
久曽渡橋前 9時 16 分～ 9時 20 分
菊地利和氏宅前（トキノス） 9時 21 分～ 9時 25 分
古市康夫氏宅前（中村） 9時 26 分～ 9時 30 分
内川保健福祉館前 9時 32 分～ 9時 40 分
古市実氏宅前（峠遠目） 9時 41 分～ 9時 45 分
尾梶和彦氏宅前（名能目） 9時 46 分～ 9時 50 分
塩ノ海入口バス停前（奥田） 9時 52 分～ 9時 55 分
茗荷多目的集会施設 9時 56 分～ 10 時 00 分
本田正雄氏宅前（上茗荷） 10 時 02 分～ 10 時 05 分
仲田春治氏宅前（入山） 10 時 10 分～ 10 時 15 分
佐川富夫氏宅前（高野） 10 時 45 分～ 10 時 55 分
高山公民館 10 時 56 分～ 11 時 00 分
檜山道男氏宅前（福住） 11 時 10 分～ 11 時 15 分
尾亦明氏宅前（福住） 11 時 16 分～ 11 時 20 分
海老根橋前 11 時 30 分～ 11 時 35 分
トキノス入口（宮平） 11 時 36 分～ 11 時 40 分
近藤長二氏宅前（宮脇） 13 時 00 分～ 13 時 05 分
塙次郎氏宅前（下町） 13 時 06 分～ 13 時 10 分
県南建設㈱事務所前（上古宿） 13 時 12 分～ 13 時 20 分
下関河内地区多目的集会施設 13 時 22 分～ 13 時 30 分
古市健吾氏宅前（折屋） 13 時 32 分～ 13 時 40 分
藤田一憲氏宅前（新屋） 13 時 42 分～ 13 時 45 分
古市誠一氏宅前（越蒔） 13 時 46 分～ 13 時 50 分
大瀧通夫氏宅前（仲町） 13 時 52 分～ 14 時 00 分
冨永衛氏宅前（表木） 14 時 02 分～ 14 時 05 分
斎藤隆夫氏宅前（千本平） 14 時 07 分～ 14 時 10 分
大垬地区多目的集会施設 14 時 12 分～ 14 時 20 分
柏定雄氏宅前（屋敷前） 14 時 22 分～ 14 時 25 分
鈴木敏男氏宅前（明神） 14 時 26 分～ 14 時 30 分

▶４月２６日（火）
場所 時間

星金男氏宅前（早房） 9時 00 分～ 9時 05 分
菊池健治氏宅前（黒助） 9時 06 分～ 9時 10 分
柵・舟見集会所（上川原） 9時 11 分～ 9時 15 分
菊池清文氏宅前（舟見） 9時 18 分～ 9時 25 分
中石井多目的集会施設（舘谷） 9時 28 分～ 9時 35 分
パチンコ店跡地（岡下） 9時 37 分～ 9時 45 分
小野沢集会所（小野沢） 9時 47 分～ 9時 55 分
ＪＡふれあい店舗駐車場（反川原） 9時 57 分～ 10 時 05 分
緑川スタンド脇（仲） 10 時 07 分～ 10 時 15 分
下石井多目的共同利用施設 10 時 17 分～ 10 時 25 分
鈴木敏民氏宅前（細内） 10 時 27 分～ 10 時 32 分
正覚院前（入山） 10 時 35 分～ 10 時 45 分
ポインター跡地（山崎） 10 時 50 分～ 10 時 54 分
戸塚構造改善センター 10 時 58 分～ 11 時 03 分
田部林業事務所脇（大子沢） 11 時 05 分～ 11 時 13 分
石井憲一郎氏宅前（金沢） 11 時 15 分～ 11 時 18 分
旧りんご直売所前（矢沢） 11 時 19 分～ 11 時 26 分
矢祭中央団地駐車場 11 時 28 分～ 11 時 36 分
旧山野井公民館前 11 時 38 分～ 11 時 46 分
増子悦子氏宅前（飯野） 13 時 00 分～ 13 時 05 分
古張允氏宅前（天神沢） 13 時 07 分～ 13 時 17 分
菊池平輔氏宅前（滝ノ沢） 13 時 19 分～ 13 時 22 分
高澤守氏宅前（江戸塚） 13 時 25 分～ 13 時 30 分
小坂集会所（作田） 13 時 32 分～ 13 時 40 分
金澤宏氏宅前（板橋） 13 時 42 分～ 13 時 45 分
金澤せつ子氏宅前（板橋） 13 時 47 分～ 13 時 51 分
金澤力男氏宅前（芝） 13 時 53 分～ 13 時 56 分
藤井商店前（町） 13 時 59 分～ 14 時 07 分
矢祭山観光センター前（矢祭） 14 時 09 分～ 14 時 12 分
菊地作市氏宅前（真木野） 14 時 14 分～ 14 時 17 分
石井近光氏宅前（高地原中） 14 時 19 分～ 14 時 22 分
石井信次氏宅前（宇津木） 14 時 24 分～ 14 時 27 分

▶４月２８日（木）
場所 時間

金澤寛氏宅前（上野内） 9時 00 分～ 9時 10 分
三浦宏之氏宅前（鍜治内） 9時 11 分～ 9時 15 分
神子島酒店前（石神） 9時 16 分～ 9時 20 分
片野一郎氏宅前（竹ノ内） 9時 22 分～ 9時 30 分
豊田和夫氏宅前（手元） 9時 32 分～ 9時 35 分
豊田善一氏宅前（手元） 9時 36 分～ 9時 40 分
古市武氏宅前（中平） 9時 45 分～ 9時 55 分
片野一也氏宅前（入宝坂） 9時 57 分～ 10 時 00 分
薄井政廣氏宅前（川又） 10 時 05 分～ 10 時 08 分
佐藤孝信氏宅前（川又） 10 時 10 分～ 10 時 13 分
菊池友幸氏宅前（柳町） 10 時 16 分～ 10 時 20 分
佐藤慶一氏宅前（鶴ヶ池） 10 時 22 分～ 10 時 25 分
本田一彦氏宅前（追分） 10 時 30 分～ 10 時 34 分
佐藤薫氏宅前（馬渡戸） 10 時 40 分～ 10 時 45 分
塙利伊氏宅前（東山） 10 時 48 分～ 10 時 50 分
佐藤一郎氏宅前（東山） 10 時 55 分～ 10 時 58 分
川村明氏宅前（馬渡戸） 11 時 00 分～ 11 時 04 分
矢祭中学校前バス停留所 12 時 30 分～ 12 時 40 分
髙信怡彦氏宅前（舘本） 12 時 41 分～ 12 時 50 分
矢祭町商工会前 12 時 51 分～ 12 時 55 分
丸一屋輪業駐車場（桃木町） 12 時 56 分～ 13 時 00 分
小室正商店前（石田） 13 時 01 分～ 13 時 05 分
金澤医院前（反田） 13 時 06 分～ 13 時 10 分
ＪＡライスセンター入口（春田） 13 時 11 分～ 13 時 17 分
菊地芳包氏宅前（大高） 13 時 20 分～ 13 時 26 分
消防団屯所前（森下） 13 時 27 分～ 13 時 31 分
佐川憲成氏宅前（中坪） 13 時 32 分～ 13 時 36 分
小田川地区多目的集会施設 13 時 38 分～ 13 時 47 分
菊地清氏宅前（中山） 13 時 48 分～ 13 時 52 分
ニュータウン中山多目的集会施設 13 時 53 分～ 14 時 02 分
塙平氏宅前（喜三） 14 時 04 分～ 14 時 08 分
金澤和友氏宅前（沼ヶ沢） 14 時 09 分～ 14 時 13 分
矢祭町役場駐車場 14 時 20 分～ 14 時 30 分

表 2

町民福祉課からのお知らせ

　｢人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり
町｣ をめざして、町民の健康の増進のための基本
事項を示し、推進に必要な方策を明らかにするた
めに、第２次健康矢祭 21・食育推進計画（概要版）
( 平成 27年度～平成 31年度 ) を策定しました。
　概要版を矢祭町のホームページに掲載していま
すのでご覧下さい。

　

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
、
小

児
等
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
事

業
、
第
２
次
健
康
矢
祭
21
・
食
育

推
進
計
画
に
関
す
る
ご
質
問
等

は
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

☎
４
６
‐
２
０
９

　

７

予防接種名 助 成 す る 年 齢 等 助成回数 助成する上限額 助成の期間

おたふくかぜ 1 歳 か ら ４ 歳 未 満 の 者 １回限り 3,000 円 年間を通じて助成します

インフルエンザ

1 歳 か ら 小 学 ６ 年 生 ま で 年度中２回以内
4,000 円

（１回の上限額は、2,000 円）
医師会と相談し、後日Ｉ

Ｐや広報やまつりでお知

らせします中学１年生から高校３年生まで 年度中１回 2,000 円
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区
全
体
で
取
り
組
む
（
公
民
館

等
利
用
）
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
区
長
の
申
請
で
、
テ
レ
ビ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
の
購
入
に

つ
い
て
、「
地
域
活
動
支
援
助
成

金
」
の
利
用
が
で
き
ま
す
。
助
成

金
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
町
役
場

自
立
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

と
は
、
高
知
市
で
開
発
さ

れ
た
介
護
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
検
証
さ
れ
た
体
操

で
す
。
週
１
回
か
ら
２
回

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
筋

力
が
つ
き
、
転
倒
予
防
に

な
る
ほ
か
、
日
常
生
活
の

体
の
動
き
が
楽
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
体
操

は
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
、

準
備
運
動
・
筋
力
運
動
・

ス
ト
レ
ッ
チ
の
体
操
を
約

30
分
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
で
は
、
地
域
の

身
近
な
会
場
、
グ
ル
ー
プ

で
週
１
回
『
い
き
い
き
百

歳
体
操
』
を
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
む
こ
と
で
、
参
加
者

同
士
も
交
流
で
き
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
も
良
い
効
果

が
あ
り
ま
す
。
表
１
の
条

件
が
整
っ
た
ら
、
体
操
の

実
施
を
町
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。
ま
た
、
お
手
伝
い

の
内
容
は
表
２
の
通
り
で

す
。

　

体
操
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
思
わ
れ
る
地
域
・

グ
ル
ー
プ
が
あ
れ
ば
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
矢
祭
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

体
操
に
関
す
る

　

ご
相
談
▼
矢
祭
町
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
☎
４
６
‐
３
７
７

　

０
／
助
成
金
に
関
す
る
ご
相
談

　

▼
町
役
場
自
立
総
務
課
☎
４
６

　

‐
３
１
３
１

町
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
身
近
な
場

所
で
ご
近
所
さ
ん
と
一
緒
に
で
き
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
平
成
28
年
度
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

■「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」っ
て
な
に
？

表１

お手伝いできること

１．開催に至るまでの相談

２．「いきいき百歳体操」のインストラクター派遣実施

　　（初回～３回まで）

３．重りの無料貸出、体操用DVDの提供

４．体力測定（初回・３ヵ月後・１年後）

５．教室を開始後・継続中の相談（アフターフォロー）

表２

取り組みの条件

１．主な参加者はおおむね６５歳以上の方

　　（若い方の参加もOK）

２．「いきいき百歳体操」を 1週間に 1回以上実施する

３．3か月以上継続して取り組むことができる

４．会場の確保ができる

５．体操に必要なイス、DVDプレーヤー、テレビなどが

　　会場に準備できる

６．地域の誰もが参加可能である

７．１グループ 3名以上である

■
こ
ん
な
取
り
組
み
の

　

方
法
も
あ
り
ま
す

レ
ッ
ツ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

ステップ１　準備体操

ステップ２　筋力体操

ステップ３　整理体操

まずはしっかりと準備運動をしましょう。

ここでは、①から④までの動作を、1～ 8の

かけ声にあわせて各々 2回行います。

①深呼吸

②肩と脇腹を伸ばす運動

③足踏み

④股関節の運動

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
具
体
的
な
中
身
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ここからが体操の本番です。

①から⑤までの動作を各々 10 回、ゆっくり

と数を数えながら行います。

①腕を前に上げる運動（三角筋）

②腕を横に上げる運動（三角筋）

③椅子からの立ち上がり（大腿四頭筋）

④膝を伸ばす運動（大腿四頭筋）

⑤足の横上げ運動（大殿筋）

体操の後にはクールダウンが必要です。

重りなどを使用していた場合はここで外し、

①から③までの動作を 15 秒間行います。

各々 1回行ってください。

①手首・腕のストレッチ

②太ももの裏のストレッチ

③首の運動

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
講

演
会
を
６
月
12
日
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
実
施
し
て
み
た
い
グ
ル
ー

プ
の
方
、
健
康
づ
く
り
・
地
域
活

性
化
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
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Library Inform
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
４
月
17
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
ぜ
ひ
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
家
読
・
つ
な
が
る
絵
本
】

　

毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す
め
の

　

本
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
入
学
式
、
進

　

級
、
ク
ラ
ス
替
え
に
あ
わ
せ
て
「
と
も
だ

　

ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
10
冊
を
紹
介

　

し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

子
ど
も
読
書
の
日
に
ち
な
み
、「
子
ど
も

　

の
本
の
え
ら
び
か
た
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

　

本
を
展
示
中
で
す
。

今
月
の
休
館
日

　

４
月
４
日
（
月
）、
４
月
11
日
（
月
）、
４

　

月
18
日
（
月
）、
４
月
25
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎
４
６

　

‐
４
６
４
６

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

掌
の
中
に
小
さ
な
命
青
蛙

ス
リ
ッ
パ
を
探
る
足
先
四
温
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

刻
早
や
し
今
朝
も
流
れ
る
花
は
咲
く

布
引
の
西
山
白
し
別
れ
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

閉
校
の
心
語
ら
ず
卆
業
す

風
船
に
憂う
き
こ
と事
つ
め
て
放
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

山
目
覚
め
綺
麗
な
色
の
薬
飲
む

春
眠
や
腫
物
の
根
を
深
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

小
じ
ん
ま
り
し
た
老
木
の
梅
眞
白

春
暁
や
手
探
り
で
締
む
コ
ル
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

我
が
余
生
こ
の
ま
ま
で
良
し
福
寿
草

夜
の
地
震
続
け
ば
地
虫
出
づ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

梅
白
し
他
人
の
事
め
く
話
し
振
り

母
の
家
遠
し
ひ
た
す
ら
草
青
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

1415

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学

生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生

等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】
１
１
８
万
円
＋
（
扶

養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月
始
め
に

再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制

度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 ３

歳
児
健
診
の
虫
歯
な
し
は

16
人
中
10
人
で
し
た

　

福
島
県
県
南
地
方
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
入
院
し
て
も
安

心
し
て
自
宅
に
戻
れ
る
よ
う
、

病
院
や
医
師
会
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
市
町
村
等
が
協
力
し

て
、県
南
地
方「
退
院
支
援
ル
ー

ル
」
が
策
定
さ
れ
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
は
退
院
後
、
在

宅
に
戻
る
高
齢
者（
要
介
護
者
）

が
対
象
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
高

齢
者
の
方
が
入
院
し
て
か
ら
退

院
、
そ
の
後
に
在
宅
介
護
生
活

高
齢
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
自
宅
に
戻
る
た
め
に

県
南
地
方
「
退
院
支
援
ル
ー
ル
」
が
ス
タ
ー
ト

齊藤琉
れおん

音くん 石原透
とうま

慎くん大垣なのはちゃん蛭田晴
はると

斗くん齋藤孔
こうすけ

助くん

塩田珠
じゅな

愛ちゃん 坂井茉
ま な

奈ちゃん菊池優
ゆうせい

成くん菊地果
か ほ

歩ちゃん角田幸
ゆきな

奈ちゃん

と
な
っ
て
も
、
病
院
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
連
携
が
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

当
県
南
地
方
に
お
い
て
は
「
入

院
か
ら
退
院
」「
医
療
か
ら
介

護
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
渡

し
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

連
携
を
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
に
、
在
宅
で
す
で
に

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
入
院
し
た
場
合
、
担
当
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、「
医
療
・
介
護

あ
ん
し
ん
セ
ッ
ト
」
を
準
備
し

て
下
さ
い
。（
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
通
し
て
後
日
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
）
一
方
、
入
院

時
に
要
介
護
認
定
を
受
け
る
方

は
、
各
病
院
の
相
談
室
（
塙
厚

生
病
院
で
は
地
域
医
療
連
携

室
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。
時
期

を
見
て
病
院
と
町
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
介
護
保
険
担
当
☎
４
６

　

‐
４
５
８
１

　学生納付特例制度により、平成
２７年度に保険料納付を猶予され
ている方で、平成２８年度も引き
続き在学予定の方へ、３月末に基
礎年金番号等が印字されたハガキ
形式の学生納付特例申請書を送付
いたします。同一の学校に在学さ
れている方は、このハガキに必要
事項を記入し返送いただくことに
より、平成２８年度の申請ができ
ます。（この場合、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付は不要で
す）なお、平成２８年度は学生納
付特例制度を利用せず、保険料の
納付を希望される場合は納付書を
送付いたしますので、お手数です
がお近くの年金事務所にご連絡く
ださい。
問い合わせ▶日本年金機構白
河年金事務所☎０２４８- ２７-
４１６１　▶町役場町民福祉課
町民グループ☎０２４７-４６-
４５７４

国民年金保険料学生納付特例制度
申請方法について



　

春
で
す
。
太
陽
の
光
が
明
る
く

感
じ
ら
れ
る
こ
の
季
節
、
家
々
の

庭
先
に
は
春
一
番
に
顔
を
見
せ
る

黄
色
の
花
達
が
春
風
に
揺
ら
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
３
月
の
別
れ
が

あ
っ
て
４
月
に
は
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
前
に
進
む
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。

　

あ
る
雑
誌
の
片
隅
に
見
つ
け
た

言
葉
に
は
「
春
は
人
の
心
を
大
き

く
揺
さ
ぶ
る
季
節
」
と
あ
り
ま
し

た
。
確
か
に
春
に
は
色
々
な
人
間

ド
ラ
マ
が
あ
る
も
の
で
す
。
春
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
何
か
に
挑

ん
だ
人
、
決
心
し
た
人
、
準
備
を

し
た
人
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
何
か
が

あ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

　

何
か
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
挑
戦

し
て
、
迷
い
な
が
ら
も
決
め
て
、

明
日
に
向
か
っ
て
準
備
を
す
る
。

こ
れ
は
男
女
の
恋
愛
に
お
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
恋
愛
の
場
合
一
番
先
に
す
る

の
は
「
準
備
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

自
分
を
知
る
こ
と
、
人
に
興
味
を

持
つ
こ
と
、
前
を
向
く
こ
と
、
こ

れ
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
さ
ん
は
自
分
の
部
屋
を
片
付

け
る
こ
と
も
恋
愛
へ
向
け
て
の
準

備
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
挑
戦

を
し
て
決
心
す
る
。

　

春
は
、
決
心
し
た
人
達
を
応
援

す
る
と
い
う
季
節
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

いろんな町に行って、いろんな人たちと交流を深めた
いです。

将来の夢と言われるとまだ特にありませんが、毎日を
楽しく過ごしたいと思っています。

サッカー観戦をすることです。特に、ヨーロッパのリー
グをテレビで見ています。

自然豊かな所や、町内の人たちの人情があふれている
所です。

若者が気軽に集まれるような場所があるといいなと
思っているので、そういった集いの場を作ってもらえ
たらと思います。

今後ともよろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い

鈴木　悠秀さん

Ｙ
ｕ
ｕ
ｈ
ｏ
　
Ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｋ
ｉ

すずきゆうほ● 22 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（22）

message

次は髙澤成誠さん（関岡）の予定です。
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東
舘
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
で
放

課
後
の
児
童
預
か
り
を
し
て
い
る

片
野
さ
ん
。
今
年
で
15
年
目
を
迎

え
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
３
人

の
先
生
が
、
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
児
童
を
平
日
14
時
30
分
か

ら
18
時
45
分
ま
で
、
土
曜
日
と
長

期
休
暇
に
は
７
時
30
分
か
ら
18
時

45
分
ま
で
の
間
で
預
か
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
は
子
供
た
ち
が
「
た

だ
い
ま
」
と
言
っ
て
教
室
に
入
っ

て
き
ま
す
。
私
達
も「
お
か
え
り
」

と
声
を
か
け
、
本
当
の
家
の
よ
う

な
感
じ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。」

と
片
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。ま
た
、

「
学
年
問
わ
ず
遊
べ
る
場
な
の
で
、

上
下
関
係
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
人
付
き
合
い
が
苦
手

な
子
も
だ
ん
だ
ん
下
の
子
の
面
倒

を
見
る
よ
う
に
な
り
、
人
間
関
係

が
う
ま
く
築
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
が
社
会
に
出
た

と
き
の
円
滑
な
人
間
関
係
に
繋
が

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
子

供
た
ち
の
成
長
と
将
来
を
見
据
え

た
考
え
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
続
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、
保
護
者
の
方
の
理
解
と
協
力

が
あ
る
お
か
げ
で
す
。
と
て
も
良

い
環
境
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
感
謝

し
て
い
ま
す
。」
と
保
護
者
と
の

信
頼
関
係
が
継
続
の
背
景
に
あ
る

こ
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
を
対
象
と
し
た
矢
祭
小
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
始
ま
り
ま
す
。

片
野
さ
ん
は
「
こ
こ
で
は
、
私
達

が
第
２
の
お
母
さ
ん
。
も
う
一
人

の
母
親
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子

供
た
ち
の
成
長
の
手
助
け
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て

支
援
に
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん

よ
。」
と
新
た
な
環
境
で
も
惜
し

み
な
い
愛
情
を
子
供
た
ち
に
注
い

で
く
れ
そ
う
で
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

 「おしゃべりカフェ」開催のお知らせ

仕事の帰りにお友達とお茶しません
か？参加者も増え、楽しいですよ。
日時　第３水曜日　18 時～ 21 時
会場　ユーパル矢祭レストラン「結」
会費　無料

詳しくは結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

16

結婚支援室からのお知らせ

東舘小児童クラブの子供たちと片野さんと共に活動
している先生方。

も
う
一
人
の
母
親
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
手
助
け
し
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.25 －

片
野
真
理
子
さ
ん

PROFILE
【かたのまりこ】51歳。宝坂在住。趣味
はおいしいお店を見つけること。モットー
は「謙虚」

17



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

報告に訪れた益子さんと菊池さん

　３月８日（火）、東舘小学校体育館で矢祭小学校
校歌指導が行われました。校歌を作詞作曲された小
林研一郎さんの実妹でソプラノ歌手の一ノ関佑子さ
んが指導に訪れ、来年度より矢祭小学校に通う小学
１年生から５年生までの児童に小林さんの願いなど
を伝えながら指導しました。

受賞報告をした石井さん

　２月２６日（金）、ユーアイホームをサポートし
ようと平成６年に発足したボランティア団体「やま
ゆりの会」の益子茂代会長と菊池隆子副会長が来庁
し、福島民友新聞社の愛の事業団より福祉活動奨励
賞と助成金がそれぞれ贈られたことを町長へ報告し
ました。

一ノ関先生の指導を受けて元気に歌う児童たち

　２月２６日（金）、今年度統計功労者として福島
県知事表彰を受賞した石井清一さんが町長へ受賞の
報告をしました。石井さんは、４２年にわたり統計
調査員として各種主要な統計調査を担当され、統計
の発展や統計思想の普及啓発に貢献した功績により
今回の受賞となりました。

長年の活動が称えられ
▶福祉活動奨励賞受賞

新しい校歌を元気に歌おう
▶矢祭小学校校歌指導

統計の発展に貢献した功績により
▶統計功労者表彰福島県知事表彰受賞

表彰された児童・生徒たち

修了証書を受け取る卒園児

　３月１８日（金）、やまつりこども園修了証書授
与式が挙行されました。４５人（男子１９人、女子
２６人）の卒園児は、矢吹政徳園長から一人一人修
了証書を手渡され、やまつりこども園 2期目の卒
園児として楽しい思い出の詰まった園舎を巣立って
いきました。

　町内小中学校の卒業証書授与式は、３月
１１日（金）に矢祭中学校、３月 23日（水）
に５つの小学校でそれぞれ挙行されまし
た。今年度の卒業生は矢祭中学校４９人、
町内小学校４９人（東舘小学校２０人、下
関河内小学校７人、関岡小学校４人、内川
小学校３人、石井小学校１５人）の合わせ
て９８人で、各学校長より卒
業証書を受け取りました。こ
のうち、５つの小学校では最
後の卒業式を迎えることとな
り、地域の方や先輩卒業生が
参列する学校もありました。
卒業生たちは、馴れ親しんだ
学び舎に別れを告げ、次のス
テージへと羽ばたいていきま
した。

学び舎に別れを告げ新たなスタート　
▶町内小中学校卒業証書授与式

４５人の園児が立派に卒園
▶やまつりこども園修了証書授与式

子どもたちの頑張りを称えて
▶若鮎チャレンジサポート事業表彰式

▲矢祭中学校卒業証書授与式
◀東舘小学校卒業証書授与式

　３月４日（金）、役場第 1会議室で平成２７年度
若鮎チャレンジサポート事業表彰式が行われまし
た。今年度中に県、東北、全国の各種大会やコンクー
ルに出場、出品した小中学生の活躍を称えて表彰し
たもので、今回は若鮎準大賞として３３人の児童、
生徒を表彰しました。
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　矢祭町内の小学校がそれぞれ閉校を迎え
ました。私が母校を卒業した時には、自分
が通っていた学校の閉校に立ち会えるとは
思ってもいませんでしたので、とても運が
良かったなと思っています。また、これか
らの子供たちは、新しく大きな学校で過ご
せるのだなと考えると少しうらやましく思
えます。そんな子供たちには、新しい校舎
や新しい友達と一緒に楽しい学校生活を
送ってもらいたいと思います。最後に、東
舘小学校、下関河内小学校、関岡小学校、
内川小学校、石井小学校「長い間お疲れさ
までした。そしてありがとう。」　　　　（海）

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
ひ

が
し
し
ら
か
わ
フ
ラ
ワ
ー
&
ご

当
地
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
タ
in
矢
祭

山
公
園
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
キ
ビ
タ
ン
や
や
ま
っ

ぴ
ー
な
ど
県
南
地
方
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
が

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
６
次
化
商
品
な
ど

特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す

の
で
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

日
時　

５
月
７
日
（
土
）、
８

　

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

場
所　

矢
祭
山
公
園

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ　

県
南
地
方
振
興

　

局
企
画
商
工
部
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
１
５
４
６
／
町
役

　

場
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
７
６

　

近
年
、
全
国
的
に
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
へ
の
被
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
町
も

例
外
で
は
な
く
被
害
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
農
地
の
畦
畔
や
法

面
ば
か
り
か
民
家
の
庭
先
ま
で

掘
り
起
し
の
被
害
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
特
に
春
に
な
る
と
イ

ノ
シ
シ
の
活
動
が
活
発
に
な
り

や
す
い
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
野
性
動
物
が
里
に
出
て
く

　

る
原
因
の
一
つ
に
山
林
か
ら

　

続
く
藪
が
あ
り
ま
す
。
藪
は

　

イ
ノ
シ
シ
や
他
の
野
生
動
物

　

に
と
っ
て
、
安
全
な
通
り
道

　

や
格
好
の
隠
れ
場
所
に
な
り

　

ま
す
。
藪
刈
り
を
し
て
被
害

　

防
止
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

一
、
農
地
や
庭
の
花
壇
等
へ
の

　

農
作
物
残
渣
や
生
ご
み
の
放

　

置
は
、
そ
の
臭
い
だ
け
で
興

　

味
を
引
き
、
イ
ノ
シ
シ
等
の

　

野
生
動
物
を
引
き
寄
せ
る
原

　

因
と
な
り
ま
す
。
臭
い
の
拡

　

散
を
防
ぐ
コ
ン
ポ
ス
ト
等
の

　

容
器
に
集
約
し
て
、
呼
び
寄

　

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
電
気
柵
等
の
被
害
防
止
対

　

策
設
備
は
、
早
め
の
設
置
又

　

は
導
入
を
ご
検
討
下
さ
い
。

　

町
で
は
助
成
制
度
も
用
意
し

　

て
お
り
、
特
に
共
同
で
設
置

　

す
る
場
合
で
は
補
助
率
が
高

　

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
に
頼
る
だ
け
で
は
鳥
獣

被
害
の
防
止
と
し
て
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
対
策

を
し
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
役

場
内
に
通
報
窓
口
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
鳥
獣
に
よ
る

被
害
・
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
事
業
課

　

産
業
グ
ル
ー
プ
電
話
４
６
‐

　

４
５
７
６

　

福
島
県
法
務
局
で
は
、
登
記

相
談
を
希
望
さ
れ
る
皆
様
に
待

ち
時
間
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
一
部
の
登
記
所
窓
口

で
予
約
制
と
致
し
て
お
り
ま
す

が
、平
成
28
年
５
月
９
日
（
月
）

か
ら
は
、
こ
の
取
り
扱
い
を
県

内
全
て
の
登
記
所
窓
口
に
拡
大

致
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
法

務
局
に
相
談
日
時
を
予
約
願
い

ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

福
島
県
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

（
相
談
の
予
約
は
、
平
日
午
前

９
時
〜
午
前
11
時
30
分
ま
で
及

び
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

で
す
。
取
扱
時
間
の
異
な
る
登

記
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約

の
際
に
ご
確
認
願
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
白
河
支
局
☎
０
２
４
８
‐

　

２
２
‐
１
２
０
７

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
地
方
振
興

　

局
県
税
部
課
税
課
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
９

　

町
で
は
、
地
震
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
べ
く
「
矢
祭
町

耐
震
改
修
促
進
計
画
」
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
４

条
件
に
適
合
す
る
木
造
住
宅
所

有
者
で
、
耐
震
診
断
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
①
所
有

者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
②
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅
③
在
来

軸
組
工
法
等
に
よ
る
木
造
３
階

建
て
以
下
の
住
宅
④
過
去
に
こ

の
補
助
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受

け
て
い
な
い
住
宅

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
事
業
課

　

事
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４

　

５
７
７

　

会
津
若
松
市
及
び
須
賀
川
市

で
開
催
さ
れ
る
、「
第
24
回
す

こ
や
か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
各
競
技
種
目
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,１５８人 （－  ９）
男 ３,０３５人 （－ ７）
女 ３,１２３人 （－  ２）
世　帯 ２,１００世帯（± ０）

競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ペ
タ
ン
ク
、

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
弓
道
、
剣

　

道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

　

な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ

　

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ク
ロ
リ

　

テ
ィ
ー
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

　

ド
ゴ
ル
フ
、　

バ
ウ
ン
ド
テ

　

ニ
ス
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、

　

将
棋

競
技
会
場　

会
津
若
松
市
内（
あ

　

い
づ
総
合
体
育
館
ほ
か
）、
須

　

賀
川
市
（
八
幡
岳
マ
レ
ッ
ト

　

ゴ
ル
フ
場
）

参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳

　

以
上
の
方

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

ゴ
ル
フ
を
除
く
全

　

て
の
競
技
は
４
月
15
日（
金
）

　

ま
で
、
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は

　

５
月
13
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
福
島
県

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
０
２

　

４
‐
５
２
３
‐
２
１
３
１
／

　

福
島
県
高
齢
福
祉
課
☎
０
２

　

４
‐
５
２
１
‐
７
１
９
７

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

４
月
７
日
・
21
日

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
（
21
日
）
／
午
後
５
時
〜
午

　

後
８
時
（
７
日
）

場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
７
日
）

　

／
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２

　

階
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
21
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
２

　

４
８
‐
２
３
‐
１
７
８
５（
午

　

前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

人の動き
3月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小室　珀

は く え い

英 3/3 匠毅 ・ みどり 東　舘

山口　竣
し ゅ ん た

大 3/14 敦央 ・ 美貴 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
佐川　通泰 82 達郎 ２ / 28 東　舘
小林　サク 88 武 3 / 4 下石井
豊田　ヒサ 94 剛 3 / 5 大　垬
松島　　正 82 進 3 / 11 東　舘
鈴木　ウラ 95 清 3 / 17 内　川
菊地　昌子 76 憲夫 3 / 17 小田川
小池キヨノ 95 則夫 3 / 17 関　岡
佐川　桂一 88 正水 3 / 22 中石井
佐藤　君枝 81 正美 3 / 27 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

※火災・救急の際は、矢祭分署の一般加入電話への通報では
なく、119 番（消防指令センター）への通報をお願いします。

　これからの時期は山菜狩りやハイキングで入山する
人が多くなり、空気が乾燥した日が続くことから、山
火事が多発する時期となります。タバコの投げ捨て、
たき火は絶対に止めましょう。また、農繁期を向え、
家を留守にすることが多くなると思われます。出かけ
る際は火の元を確認してから留守にしましょう。火災
を未然に防ぎ、火災の無い安心・安全な町にしましょ
う。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～3月14日）

火災件数　 ０件
救急出動      48 件

消防分署からのお願い

軽自動車税▶全期
納期限（口座振替日）▶５月２日（月）

●今月の納税

2021

耐
震
診
断
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

案　
　

内

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す

募　
　

集

法
務
局
の
登
記
相
談
が

予
約
制
に
な
り
ま
す

相　
　

談

福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク　

参
加
者
募
集

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

春
先
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

フ
ラ
ワ
ー
&
ご
当
地

キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
タ
開
催



　髙信さんのお宅へお邪魔すると「いらっしゃいませ」と元気に出
迎えてくれた長女の日瑶ちゃん。お母さんの佐栄さんと一緒に中へ
案内してくれました。部屋では、お父さんの甚一郎さんと次女の実
瑶ちゃん、長男の承太郎くんが待ってくれていました。お子さんた
ちには「自由に伸び伸びと育ってほしいです」と話す甚一郎さんと
佐栄さん。３人の性格について「日瑶は物事をよく考えてから行動
する慎重派、実瑶は甘え上手な恥ずかしがり屋、承太郎はハイハイ
ができ始めた好奇心旺盛な子です」と佐栄さんは教えてくれました。
また、子どもたちは、お父さんが作っている野菜がおいしいのでこ
のくらいの年齢では珍しく野菜嫌いがないそうです。そんな３人に
ご両親は、幼い頃の好奇心を忘れず元気でいてほしいと願います。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア矢祭4

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　髙信日
ひ よ

瑶ちゃん（5）実
み よ

瑶ちゃん（2）承
じょうたろう

太郎くん（11 か月）
お父さん　甚一郎さん　　お母さん　佐栄さん　　

【舘本在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

4
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2016
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 5月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 5月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 5月 31日まで

平
成
28年

4月
1日
発
行

(毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.661

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

 ●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●矢祭町立小・中学校入学式●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●歯科クリニック　
　山開（13：00～13：15）

●やまつりこども園
　幼児教育部入園式
●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10 11 12 13 14 15 16
●３か月児健康診査
　       塙（13：30～13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●歯科クリニック　
　山開（13：00～13：15）

　　　　

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17 18 19 20 21 22 23
●矢祭読書の日 ●心の健康相談会

　    山開（10：00～16：00）
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

24 25 26 27 28 29 30
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●狂犬病予防注射

●狂犬病予防注射 ●狂犬病予防注射

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○ふじた循環器科内科クリニック☎33-2013

5/1 2 3 4 5 6 7

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ○和田医院☎33-2012 ○大木医院☎33-2424 ○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ


